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研究成果の概要（和文）：本研究は、生活習慣変化の将来医療費節減効果を明らかにすることを目的とした。研
究期間内には、以下のような成果が得られている。1）マイクロシミュレーションの手法を用い、胃がん発症の
プロセスに個人の喫煙状況・出生年などのリスク要因を組み込んだ自然史モデル構築した。さらに内視鏡検診受
診によって期待できる費用対効果を検討した。2）周術期の禁煙治療が、その後の直接医療費に与える影響を検
討した結果、肺がん患者で外科手術を受けた者のうち、禁煙した群と喫煙を継続した群の2年間の医療費を比較
し、禁煙群では有意に医療費が抑えられていることが分かった。

研究成果の概要（英文）：This research aims to assess the future cost savings in medical costs 
induced by lifestyle changes. During the study period, we have achieved the followings: 1) using the
 microsimulation modelling methods, costs and cost-effectiveness of endoscopy screening were 
performed, which incorporated smoking status and birth cohorts. 2) We assessed the impact of 
perioperative smoking cessation treatment on subsequent medical costs. Our results showed that 
smoking cessation after surgery may reduce the medical costs if continued properly.  

研究分野： 医療経済学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究から、禁煙は肺がん患者において術後医療費の抑制につながることが明らかとなった。また、頑健性の高
い自然史モデルと介入モデルを組み合わせたマイクロシミュレーションの手法を用いて定期的内視鏡検診の経済
効果を検討した結果、適切な開始年齢と受診間隔での上部消化管内視鏡検査受診によって、生命年が延伸される
だけでなく、費用対効果も向上することが明らかになった。本研究から、検診受診と生活習慣改善は健康の向上
に資するのみならず、医療費抑制にもつながる可能性が示唆された。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１． 研究開始当初の背景 

 

がんを予防するための生活習慣のありかたについては、国際がん研究機関や

世界がん研究基金から系統的にがんリスク要因のレビューが発表されてきた。

これらの結果から、がんは部位別にリスク要因が大きく異なり、リスク要因とな

るような一つの生活習慣を改善した場合でも、肺がん、胃がんなど部位別がんの

リスクに与える影響は異なるということが分かっている。従って、生活習慣の変

化とその後のがんの経済的負担を予測するためは、個々人の生活習慣や環境要

因と部位別のがんリスク、がん罹患後の部位別生存率、個別がんの医療費を組み

合わせたマイクロシミュレーションを行う必要がある。しかし、このような情報

を個票レベルで連結したデータがないことから、現在まで生活習慣改善の医療

費節減効果は明らかになっていない。 

 

２． 研究の目的 

  

本研究は、今まで個別に収集・利用されている大規模疫学コホート研究データ

と、がん発症を把握することができるがん登録情報、診療報酬明細情報を連結し、

マイクロシミュレーションを用いた統合解析から、個々人のがんリスク要因と

とがん発症、その後の医療費負担の変化を分析し、生活習慣の改善による将来医

療費の節減効果を明らかにすることを目的とした。 

 

３．研究の方法 

 

研究期間内では、日本人の主要ながんである胃がんと肺がんに焦点を当て、以

下の流れで研究を実施した。 

 

＜胃がん＞ 

① 禁煙とピロリ菌除菌による将来医療費へのインパクトを明らかにするステ

ップとして、マイクロシミュレーションの手法を用い、胃がん発症のプロセ

スに個人の喫煙状況・出生年などの背景要因を組み込んだ自然史モデルを構

築した。 

② 大規模疫学コホート研究データとがん登録情報、診療報酬明細情報を連結し

たデータを用い、がんと診断されて 1 年以内の胃がんにかかる直接医療費、

薬剤医療費およびその後のフォローアップ費用をがん臨床進行度別に検討

した。 

③ マイクロシミュレーションモデルにおける介入要因として、内視鏡検診とピ

ロリ菌除菌のシナリオを検討し、介入によって期待できる死亡率減少効果、

期待できる生命年延伸効果および費用対効果を検討した。 

 

＜肺がん＞ 

① 肺がん患者において、周術期の禁煙治療が、その後の直接医療費に与える影

響を検討するため、大規模診療報酬データベース（JMDC データベース）を用



い、肺がん患者で外科手術を受けた男性のうち、禁煙した群と喫煙を継続し

た群の退院後１年間の直接医療費を比較した。解析には回帰調整の手法を用

い、レセプトデータから得られたチャールソン併存疾患指数、年齢及び BMI

を用いた。 

 

４．研究成果 

 

本研究期間を通じて、以下のような成果が得られた。 

① 本研究期間内に構築したマイクロシミュレーションモデルから予測される

胃がん死亡率は、人口動態統計から公表される全国値はおおむね一致してお

り、モデルの妥当性が確認された。 

② 定期的な内視鏡検診受診介入によって期待できる死亡率減少効果と生命年

延伸効果、費用対効果を検討した結果、適切な開始年齢と受診間隔での上部

消化管内視鏡検査受診によって、生命年が延伸されるだけでなく、費用対効

果も向上することが明らかになった。 

③ 肺がん患者で外科手術を受けた者のうち、周術期の禁煙治療後に禁煙を続け

た群と喫煙を継続した群の術後１年間の医療費を比較し、禁煙群では有意に

医療費が抑えられていることが分かった。これにより、術前の禁煙は健康の

ために有効であるのみならず、医療費節減の面でも有用であることが示唆さ

れた。 
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